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五
感
で
学
び
、
伝
え
る
食
教
育

―
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
―

　

４
回
目
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
キ
ラ

リ
な
ん
た
ん
』
を
６
月
27
日
、
南
丹
市

国
際
交
流
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
食

育
・
料
理
研
究
家
の
坂
本
廣
子
さ
ん
が
、

テ
レ
ビ
番
組「
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
」

の
制
作
に
か
か
わ
っ
た
経
験
や
、
自
身

が
主
宰
す
る
料
理
教
室
で
行
う
食
教
育

な
ど
を
基
に
講
演
。「
子
ど
も
に
は
６
歳

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
ほ

し
い
。子
ど
も
は
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
や
自
信
を
身

に
付
け
る
。
食
教
育
は
教
え
る
の
で
は

な
く
、
本
物
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲ポンプ車操法の部優勝　八木支団チーム▲分かりやすく楽しい対談形式の講演

▲小型ポンプ操法の部優勝　美山支団チーム

行
政

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
こ
こ
ろ
一
つ
に
火
点
を
目
指
す

正
確
な
操
作
１
秒
で
も
早
く
！

―
消
防
操
法
大
会
―

　

７
月
18
日
、
園
部
公
園
多
目
的
運
動

場
で
、
第
21
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会

の
代
表
選
考
を
兼
ね
た
第
２
回
南
丹
市

消
防
団
操
法
大
会
を
開
催
。
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に

支
団
の
代
表
１
チ
ー
ム
ず
つ
が
出
場
し

ま
し
た
。
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
大
き
な
号
令
と
き
び
き
び
し
た
動

作
で
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、
動
作
の
正
確

さ
や
標
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
な
ど
を

競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
は
美
山
支
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

は
八
木
支
団
が
優
勝
し
て
府
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
。
府
大
会
出
場
に
向
け
益

田
武
彦
団
長
は
「
南
丹
市
の
代
表
と
し

て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
力
い
っ

ぱ
い
の
操
法
を
披
露
し
て
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
の
府
大
会
で
は
、
入
賞
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
訓
練
の
成
果
を

十
二
分
に
発
揮
し
健
闘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
八
木
支
団
指
導
員
が
腕
用
ポ
ン
プ

操
法
を
披
露
し
、
的
が
倒
れ
た
瞬
間
、
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

障
が
い
へ
の
理
解
の
輪
広
が
れ

―
発
達
障
害
支
援
講
演
会
―

　

翻
訳
家
ニ
キ
・
リ
ン
コ
さ
ん
の
講
演

会
を
6
月
29
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
で
行
い
、
保
護
者
や
教
育
、
保
健
関

係
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
、

1
2
0
人
あ
ま
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ニ
キ
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
周
囲

と
の
違
和
感
を
抱
き
な
が
ら
育
ち
、
30

代
に
な
っ
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
し
ま
う
特
徴
や
、

２
つ
の
こ
と
を
同
時
に
す
る
事
の
難
し

さ
な
ど
、
ニ
キ
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
、
発
達
障
が
い
の

方
に
対
す
る
〝
な
ぜ
？
〞
へ
の
理
解
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

▲食教育の大切さを語る坂本さん
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市
が
一
つ
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

―
岸
上
副
市
長
退
任
式
―

　

岸
上
吉
治
副
市
長
が
任
期
満
了
に
よ

り
６
月
30
日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

岸
上
副
市
長
は
旧
八
木
町
議
会
議
長
、

八
木
町
長
を
経
て
、
平
成
18
年
７
月
か

ら
は
助
役
お
よ
び
副
市
長
と
し
て
４
年

間
に
わ
た
り
、
市
政
伸
展
に
尽
力
し
ま

し
た
。

　

退
任
式
で
は
市
職
員
を
前
に
「
こ
れ

か
ら
は
合
併
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、

旧
４
町
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
南
丹
市

が
一
つ
に
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
大
き
な
拍
手
に
送
ら

れ
な
が
ら
、市
庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

知
事
と
和
ぃ
和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

―
府
民
交
流
会
in
南
丹
―

 

「
明
日
の
京
都
」
や
「
明
日
の
南
丹
」

の
将
来
像
を
山
田
京
都
府
知
事
や
佐
々

木
南
丹
市
長
、
栗
山
亀
岡
市
長
、
寺
尾

京
丹
波
町
長
が
熱
く
語
る
座
談
会
が
京

都
学
園
大
学
「
光
風
館
」
で
７
月
24
日

に
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
3
5
0
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、
南
丹

地
域
で
活
躍
す
る
住
民
代
表
４
人
が

日
々
の
活
動
を
実
演
。
子
育
て
支
援
活

動
を
さ
れ
て
い
る
桑
原
修
子
さ
ん
（
八

木
町
）
が
山
田
知
事
を
相
手
に
、
働
き

か
け
で
褒
め
た
場
合
と
し
か
っ
た
場
合

の
違
い
を
実
践
さ
れ
、
知
事
の
困
惑
し

た
表
情
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
高
め
よ
う
人
権
意
識

―
南
丹
市
人
権
教
育
講
座
―

　

人
権
教
育
講
座
を
３
つ
の
テ
ー
マ
で

開
講
し
ま
し
た
。
７
月
15
日
、
園
部
公

民
館
で
の
第
１
回
講
座
は
、
京
都
府
家

庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
柴
田

長
生
さ
ん
が
児
童
虐
待
に
つ
い
て
講

演
。「
最
近
の
虐
待
は
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養

育
拒
否
）
の
事
例
が
増
え
て
い
る
。
虐

待
に
気
付
い
た
ら
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
関
係
機
関
に
相
談
し
、
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
２
回
は
障
が
い
の
あ

る
方
の
人
権
に
つ
い
て
、
第
３
回
は
同

和
問
題
に
起
因
し
た
今
日
の
結
婚
差
別

に
つ
い
て
、多
く
の
方
が
学
び
ま
し
た
。

　
１
年
後
や
っ
て
く
る
文
化
祭
典

―
国
民
文
化
祭
南
丹
市
実
行
委
員
会
―

　

来
年
京
都
で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大

の
文
化
祭
典
、
第
26
回
国
民
文
化
祭
に

向
け
て
の
南
丹
市
実
行
委
員
会
を
７
月

30
日
、
市
役
所
で
開
催
。
各
種
団
体
の

代
表
者
な
ど
65
人
の
委
員
が
出
席
し
、

平
成
22
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
国
民
文
化

祭
プ
レ
大
会
を
10
月
30
日
、
31
日
に
開

催
。
市
内
に
残
る
町
家
を
お
借
り
し
、

一
軒
ご
と
に
異
な
る
テ
ー
マ
で
の
工
芸

作
品
の
展
示
や
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
販
売
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
の
成
功
に
向
け
気
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲職員が拍手で見送る中、退場する岸上副市長

▲あるポーズを取らせる設定で知事に指示を与える
　桑原さん（右から１人目）

▲「子どもの権利は良好な親子、家族関係を築くことで守られる」
　と話す柴田さん

▲多数の委員が出席して行われた委員会
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